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土 地 利 用 計 画 図土地の所在 開発許可

年  月   日
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和　
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月　
　

日

第　
　
　
　
　
　
　
　
　

号

申 請 者

縮　　尺

高松市上林町字本村517-1，517-3

既
設
配
水
管
Φ
75

本開発区域に隣接して本開発許可の完了公告日からみなし年数以内に開発行為を行う場合
及び本開発区域内の公共施設を変更する場合は、建築指導課と協議すること。

宅内排水の土被りは２０ｃｍ以上とする。
開発協議は最終桝から一次放流先までである。

予定建物の用途は（一戸建て住宅）とする。
街渠桝の放流管は桝の角を穴あけしないこと、管を曲げないこと。

本管上での取付間隔は１ｍ以上確保すること。
図面内の高さの表記は任意高さとし、KBMで標高(T.P.表示)換算している。

施工前に地下埋設物の確認を行うこと。

開発区域内の法定外水路については構造のみ審査対象とする。放流の同意については

管理者と十分に協議を行うこと。
30ｃｍ未満の高低差に用いる土留め壁は、審査対象外であるので設計者の判断による。

区画番号

面積

計画高

流水方向

泥だめ15cm  

最終桝Φ350 深さ0.9以下

コンクリート保護

給水管PP20　量水器

VUΦ150　i＝1％以上

土被り0.6m 以下、

開発区域界

建
築
基
準
法
第
４
２
条
第
1項

第
2号

道
路

1

2

3

5

10.20

10.20

10.20

10.20

251.29 ㎡

208.96 ㎡

S=1:250

ド10.01
ソ9.5 へ10.0

床10.06

G9.85
へ9.96

G9.70

へ9.95
ソ9.45
ド9.95

ド9.99

へ9.89
ソ9.38

G9.89

KBM=10.00
TP=20.508

へ9.84
ド10.00

BM=9.92

G9.67 へ9.85
ソ9.54

ド9.95

BM=9.95

G9.90 へ9.89
ソ9.59

ド9.99

G9.72 へ9.91
ソ9.62

ド10.00

9.94

G9.87
へ9.93

ソ9.62

ド10.06

9.85

9.91

キ10.69

へ10.0
9.949.97

9.86

へ9.91

9.82

ソ9.51

VS側
溝
300×

400～
600L=42.90i＝

0.36％

VU管
Φ
250L=0.81i＝

0.49％

常時水位9.43
水路底9.38

管底9.45

常時水位9.43
水路底9.38

管底9.45

A5

A10

21.43㎡

2.15㎡

227.08 ㎡

228.87 ㎡

A11

A12

境界コンクリート1型FH=10.
20

境界コンクリート1型FH=10.
20

境界コンクリート1型FH=10.
20

宅地造成及び特定盛土等規制法の許可を受けたものとみなす。

令和5年7月4日
第R5-31号

合併処理浄化槽の処理水は宅内最終桝を経由して放流すること。

8

3

31

R7-125

517-2

516-3

2.93

0.49

3.59

3.59
2.93

0.21後
退

0.21後
退

3.130

3.79

0.105後
退

土間コン打設T=0.20

54.003

水路

その他

VS側溝500×400～500

VS側
溝
500×

400～
500

重
力
式
擁
壁
1型

FH=10.20

重力式擁壁2型
FH=

10.
20

6.00

泥ダメ＝0.15

4.00

3.25


